お見積書　１例　（従来の原価積上げに、お客様が要望の固有価値を付加したもの）
	
	価値の区分


	
	
	
	
	お値段

	商品原価の

積み上げの内訳
	使用価値


	原材料半製品の仕入費用
	仕入加工組立人件費
	修理・修繕
	会社の粗利益
	小計
20,000

	
	
	　客観的な仕入価格は、

画一的に良い物をより安く

の追求が行われる。
10,000
	適性賃金水準に至るまで、
作業の標準化と非熟練者

の増加の追及が進む。
10,000
	使用価値限定
（使い捨て）の
商品は修理想定外
	客観性合理性が

実のところ無い
▲　10,000
	

	
	
	最低必要物資
	生命維持だけの加工
	
	
	

	固有価値の
定量定質化
購買意欲や受容感動を

お客様との

需要と供給の相場で

決定をいたします。
	固有価値

（区分的効用）
	お客様の購買意欲
	お客様の受容感動
	維持と保存管理
	お客様の将来希望
	小計

33,000

	
	
	1 需要者側の地域文化に醸成された幼少から熟練された認識能力

2 企業が、地域文化に醸成された幼少からの熟練された労働能力を集積
この地域文化圏で企業と顧客とで創造されています。
この文化圏外に販売する場合にのみ、持出し運搬経費等を要します。

（10,000）
	3 購買者個人ごとの生活習慣に資する価値の物質的存在、

4 企業が、その職業に関わって鍛錬された労働力としての職業能力を持った職人や労働者の、育成と適正賃金の経費
20,000
	商品の固有価値は維持と保存の過程で価値が増殖
維持と保存の都度

効率追求型の価格

を見積いたします。

	5 企業の、生活水準の向上に対応するだけのイノベーション能力＆体制

6 地域や地場産業で有機的ネットワーク化された企業に付与されたイノベーション能力＆体制（お客様の頼りがい・企業ブランド）
経営者確保の費用10％
3,000
	

	
	
	お客の暮らしぶり
	欲しくてたまらない品物
	
	
	

	
	交換価値
	10,000
20,000
	30,000
	
	3,000
	《合計》　￥53,000

	ご案内　私どもの商品や業務は、使い捨てのものではありません。お客様には長年お使いいただくほどに値打ちが増すものでございます。
ご購入いただいたものを、お客様からの修理や保存のご要望に応えられるよう、私どもは日ごろから体制と能力を整えております。
　　　　お客様の希望に応えられるよう、お客様の誠意や努力を無にしないようにいたします。


　見積もり過程　（　購買者の認識地元文化の把握　→購買者の需要調査　→購買者のために製造・仕入れ　→価格形成と売買　→継続的意思疎通関係　）
※茶色の文字部分は、見積もりの注意書きですから、お客様には表示しません。
生活文化型商品であればこそ、使用価値に固有価値を付加するには明確さが必要だ。ぼんやりとした付加価値論とか部下に説明教育できないようでは、この経済の緊迫事態の売り上げ向上に間に合わない。そこで、その見積書の作成例を作ってみた。

各々の文章で書かれた項目は、業種により簡潔な語句に変換すれば短くなる。通常の人間関係と双方の倫理的取引関係ならば、センテンス文章表現でも単語語句表現でも意味が通じるようだ。それは、自らが仕事で生み出す付加価値を、誰しもが正当に認めてほしいからであろう。

（1） 商品の使用価値部分は、従来通りの原価積み上げ方式の内訳を記載。
（2） 使用価値に付加される部分を固有価値とし、その内訳を明記している。
（3） 加工作業、事務作業、服務（サービス）作業で固有価値が増殖することを明記。
（4） 付加される固有価値を「お客の暮らしぶり＆欲しくてたまらない品」として追加。
（5） 付加価値の中で決定的役割を果たす固有価値は、お客の将来希望の提起。
（6） すなわち、お客の購買意欲、お客毎の受容感動、お客の将来希望ごとに記載。
（7） 元に戻って、最低必要限度＆生命維持限度が使用価値分であることを明記。
（8） お客毎の受容する感動は、原則１回性の固有価値である。
（9） よって固有価値を付加により、購入時、使用時、保存期間を通じ価値が増殖。
（10） 暮らしぶりは地域文化に根ざすから、その文化圏外には持出す経費を要す。
（11） 顧客との関係は、固有価値を長期に安定提供し続けることになる。

· ・・・・・・・・こういった考え方で、貴方の企業の商品見積を検討してみると、併せて業務改善の要領が解明されて来る。

この固有価値見積方式を営業部門に見せたところで、不採算を承知で営業販売している人物とか経営哲学の備えの無い人物では、全く理解できないことは当然だ。有能な人物は鋭いから直ぐ理解してくれる。しかし、全社的に固有価値がどのように付加されているかを見積書に表現できなければ、どの国に行っても、どんな仕事をしても、固有価値が無いとして商品も企業も、買いたたかれることは自然なのである。

無秩序社会の到来と懸念もされるが、それは商道徳が破壊された空間が社会の中にマダラ模様のように発生し、増殖増加するという概念である。決して社会全体が同率％に灰色化すると商道徳の破壊ではない。但し、商道徳の破壊は、古い産業、古い会社、古い人物から起こる可能性の高いことは否めない。資産があるから倒産は免れてはいるが、Talentも含め滞留する資産は社会の損失でもあるのだ。マダラに存在する無秩序商道徳破壊領域は、とにかく回避するしかない。
生活文化型商品の固有価値にまつわる概念を表にすればつぎの通りとなる。

　　　　　　　　　　（人間行為の区別）　　　　 物作り　　　　商い　　　　自律する行為

　（商品価値入の手前）　　　意欲　　　　　感動　　　　希望（リピート）

　　　　　　　　　　（商品価値の実現後）　　　期待　　　　　満足　　　　要望（クレーム）[image: image1.png]



